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Ⅰ 新技術の解説 
１ 要旨 

福島県の新しい酒造好適米｢福乃香(福島酒 50号)｣は、心白発現が良好であり、味わいがきれい
で香り高い酒質となる特徴がある。多くの蔵元に広く利用してもらううえで、高品質な原材料を
安定的に供給するための栽培基準を作成した。 
 各地域における生育の目安は表 1のとおりである。全施肥窒素量は 0.5kg/a以下、刈取り時期
は出穂期後積算温度 950～1200℃である。                                                                                                                   
（１）玄米タンパク質含有率の目標値は 6.3％以下とし、精玄米重を中通り、浜通り地域で 45～

50kg/a程度、会津地域で 55kg/a程度を得るための全施肥窒素量は 0.5kg/a以下とする（表
1、図 1)。 

（２）幼穂形成期の生育が目標値以下の場合、同時期に窒素量 0.2kg/a以内で追肥する（全施肥窒
素量を超えない事とする）。特に葉色を重視し判断する（表１）。また、窒素施用量の増加に
伴い、籾数は増加するが、整粒歩合が低下する（図 2）。 

（３）整粒歩合 80%以上を目標にした刈取り時期は、積算温度 950℃を目安に刈り始め、1200℃
以内に刈り取る(図 3)。 
 

２ 期待される効果 

（１）｢福乃香(福島酒 50号)｣の高品質安定生産が期待される。 
 

３ 適用範囲 
（１）中通り、会津、浜通り地域の平坦地 

 

４ 普及上の留意点 
（１） 登熟期間の気温が高いと玄米品質低下を招くので早植えは避ける。 
（２） 刈取りは、ほ場での籾の黄化程度(80%以上)を確認してから行う。 
（３） ライスグレーダーの網目は 2.0mmを使用する。 
（４） 多肥栽培は、倒伏等による品質低下を招くので避ける。 
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図 1 施肥体系と精玄米重、玄米タンパク質含有率 

 

 

中 通 り は 2018 と 2019 年 の 平 均 値          
会津、浜通りは 2017~2019年 3か年の平均値         

図３ 出穂期後積算温度と玄米品質 

表１　｢福乃香(福島酒50号)｣生育の目安
時期 項目

中通り･浜通り 会津
収穫期 玄米タンパク質含有率(%)

整粒歩合(%)
登熟歩合(%) 80以上 85以上
倒伏(0～400)

幼穂形成期 草丈(cm) 65程度 63以下
茎数(本/㎡) 500～550 485~620
葉色(SPAD502値) 35～37 36~38
稈長(cm)
穂数(本/㎡) 380～400 340~380

成熟期 籾数(×百粒/㎡) 250～270 250~290
精玄米重(kg/a) 45～50 55程度
玄米千粒重(g) 26.0程度 26.0以上

※玄米は篩目2.0mmで調整。
※玄米タンパク質含有率、精玄米重、玄米千粒重は水分15%換算値。
※倒伏：程度0(無)～4(甚)×倒伏面積率

目標値

6.3以下
80以上

200以下

85以下

 中通り浜通りは 2018 と 2019 年のデータ    
会津は 2017と 2018年のデータ           

 積算温度：中通り浜通りは気象庁アメダス郡山データ         
会津は会津地域研究所気象データ（会津坂下町） 

 

図２ 籾数と整粒歩合（2017~2018年、会津） 

 

 

 整粒歩合：穀粒判別器により測定 
 

玄米タンパク質含有率は 3カ所の 2018、2019年の平均

  ※施肥体系は窒素施肥量で基肥－追肥を示す。        
３－２：基肥 0.3kg/a、追肥 0.2kg/a  

 


